
 

 

 

 

 

 

5月 31日（土）、卓球世界選手権の男子ダブルス

で 64 年ぶりに金メダルを獲得した戸上隼輔選手

が、母校である修成小学校で凱旋イベントを開催

しました。戸上選手にとって初めての卓球イベン

トを、自身の原点である母校で行えたことに、戸

上選手は大変喜びを感じていたようです。会場の

体育館には 500 人近くの観客が集まり、大盛況と

なりました。 

イベントでは、戸上選手によるトークショーや

華麗なプレーの披露、プレゼント抽選会が行われ、

来場者を楽しませました。「チャレンジコーナー」

では、参加者が戸上選手や田中選手の放つボールを実際に受ける貴重な体験をしました。

修成小学校の児童もこのコーナーに参加し、活躍していました。 

また、イベントに先立ち、戸上選手は小学校 1 年生の時の担任だった今井先生（現４－

２担任）と再会する時間も設けられました。恩師との久しぶりの対面に、うれしそうな笑

顔を見せていました。 

修成小学校の子どもたちにとって、世界で活躍する先輩がいることは、大変喜ばしく、

そして誇りに思えることでしょう。戸上選手の活躍が、子どもたちにとって目標や夢に向

かって努力することの価値を感じ取るきっかけになることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輝く修成っ子 
学校だより 

№５ 

令和７年６月５日 

津市立修成小学校 

戸上隼輔選手、母校で卓球イベント開催 

本校６年生とのプレーの様子 

恩師、今井先生と 修成小学校にサイン入りジャン

ボラケットをいただきました。 

学級で回覧しています。 

卓球のクラブチームで活動し

ている西養護教諭。チャレンジ

マッチに出場予定でした…。 


